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0.はじめに
「実際(に/は),事実(は)]のように日本語に訳すことが可能なフランス語の
つなぎの表現として,de fait,dans les faits,cn fait,cn effet,cffectivementなど
を挙げることができる。これらの表現はさまざまな角度からの考察対象となって
いる.表現を品詞分類的に分けるとeffectivementだけが副詞で,その他は複数
の要素から成る表現と分類できるが,つなぎの類義表現のあいだの意味の差異を
考察していくには,品詞などにこだわるよりも,発話や談話の中でそれぞれが果
たす役割・機能に注目する方が望ましい。
そのためには,すべての表現を分析する必要があるが,長期的展望のもとに計
画的に少しずつ取り上げ,個々 の表現を照らし合わせ,比較・検討していく作業
を行い最終的に総括するというのが妥当な順序であろう。まず検討を試みる最初
の分析対象としてde faitとen faitを選択した。以下では, この二つの表現につ
いて,1。で成句としての意味を確認し,分析例の出典および分析手順を概観した
後,2.でde faitの,3.でen faitの例を検討していく。
1.コーパスと分析手順
本稿で扱う二つの表現の構造は,前置詞+faitという,その他の表現と比較し
ても冠詞などを含まない最も単純なものである。二つに共通する faitという名
詞は,12世紀半ば頃から確認され,「起こつたこと,本当に存在すること|と
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いう一般的な意味価値を持ち,そこからさまざまな副詞的成句表現が派生した。
de faitもen faitも13世紀後半頃から確認されているから,表現の意味差は前置
詞の意味価値の差に由来する。deは,ラテン語の起源・分離や全体に対する部
分・抽出などを意味するdeに由来し,フランス語においてもそれらの意味価値
は保持されている.一方enは,空間的・時間的な意味のdans,surに相当するラ
テン語のinに由来しており,古フランス語以降さまざまな用いられ方をするよ
うになった。16世紀以来,enはdansによってしばしば置き換えられるように
なった。語源的に見て,de faitは「実際起こったことを源として」,en faitは
「実際起こったことの内部で」という,前者は開放的,後者は閉鎖的と形容でき
るような意味差をもつと言えよう。
分析例を収集するために,今回はFrantextに登録されていた1960年から2000
年までの319作品を部分コーパスとし,de faitとen faitの生起数を調べたとこ
ろ,前者は357,後者は2150という結果が出た(2001年8月に検索)。 現在,
それらの例を検討中であるが,すべてが分析対象である二表現に該当するわけで
はない。de faitについては,つなぎの表現として機能している例の生起数は ,
357例の約四割程度である。他方,en faitについては,2150例の約九割程度が
つなぎの表現としての生起数である。したがって,de faitの生起頻度はen fait
のそれに比べてかなり低いことがわかる。頻度差と意味差との関係を解明してい
くことも研究課題であるが,コー パスの性質による問題も考えられるので,ここ
ではこれ以上たちいらない。
接続詞的表現は,文の直接構成要素にはならず,状況補語などと同様に発話の
中のさまざまな位置に登場し得る。一般に,状況補語には,発話の中においてそ
れが占める位置によって意味の及ぶ範囲や機能に差を認めることが可能である。
接続詞的表現にも同様のことが確認できるかどうかを検討していくことも必要
だと考えられる。
本稿では,それぞれの表現の発話中の位置によって例(1)を分類しながら検討を
進めていく。すなわち,発話の冒頭,複雑な構造の発話における節の冒頭,動詞
に密着した位置などである。また,de faitやen faitが登場する前の発話で示さ
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れる命題をP,後に示される命題をQと表記することにする。
2。 de fait
2。 1. 発話の冒頭
(1) Cette perspect市e compenmit,aux yellx des producteurs franOais le
sacrifice qu'ils avaient da faire≧1'app6tit du partenaire allemand. De
fait l'accord contribua a perrnettre a la soci6t6 coΠII rciale de
d6velopper ses ventes,qui passerent de 92 000 tonnes en 1919 dont 47
000 tonnes pourla France et(….) (rんど。/rα″ε。
`″
grαJs.εあjJ".,t.2,1956,
pp.6-7)
(2) D'autre part,les am6五cains ont voulu,en Afrique du nord,jouerVichy
contre lDe Gaune.Je n'aijamais cess6 de croirc que,le cas 6ch6ant,1ls
devraient le payer.De■」t,voici qu'ils le paient et bien entendu,nous
fran9ais devons le payer aussi. (lDe Gaune,ch。,JИlιttοjrθ∫ご`g“`rrg,
L'“″j′ど,1956,p.42)
いずれも,前の発話で提示されたPについてそれを確認する別のQを導入す
るために用いられているde faitの例である。「次に述べることは,その事実を
示す一例だが」とでも和訳できる用い方である。
発話の冒頭にde faitが登場するとき,別の接続詞に先行されることもある。
(3)  (...)et leS fOrces d6moniaques qui,dans le paganisme,interdisent une
connaissance rationnellc de la “nature des choses"。 Et de ■lit
beaucoup de grandes d6couvertes de notre temps non seulement ont 6t6
faites par des espHts religieux/ce qui pourrait etre accidente1/,mais(…。)
(」PんJJο∫θ′力jι r`Jjgjθ4,1957,p。3213)
(4) (….)etla rёgle de tout hommage a Dieu.Faut―il,ne faut―il pas faire ce
choix? II n'appartient pas au philosophe d'en d6cider. ■ de&Lit
l'hoΠIIne religieux n'a■end Pas que les doctes lui fassent la le9on.
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(rbjご。,1957,pp.3814-3815)
この二例では,de faitがetという順接の接続詞に先行されている。これはde
faitが,基本的には肯定・確認の意味を表わすという記述ω)と一致する。それ以
外の接続詞に先行されている例で収集できているのは,今のところ次の(5)のみ
である。
(5) Et d'ailleurs,tu mens.Tu te fais enculer par tes cousins,oui.P6d6juif.
Moi d'accord,j'ai une petite amic.Et c'estvraio M」sjet'en parlerai
jamais.》Je mentais.Mais de miちje v市ais une idylle par les yeux,
t616pathique,tous les lnatins dёsorinais,avec une nouvene venue rousse
dansle bus 84,unejolie Fille de mon age qui m'affolait les sens(..。)
(BayOn,レリεど′燿,1987,pp 330-331)
maisという接続詞は基本的に逆接を表わすが,その程度はさまざまである。こ
こでは,Pの嘘をついていたということと全く反する命題を導入するために用い
られたというより,「Pは確かにそうではあるが,実際はどうかと言うとQとい
うことで」のようにde faitと組み合わさってen faitと置換できるような価値を
もち,正確な記述を導入するために用いられている.de faitだけで対立的な価
値を表わす用法があるという指摘がある③が,現在検討済みの例のなかにはそれ
に該当するものがまだ見つかっていない。
2.2.複数の節を含む発話における節の冒頭
従属節を複数含む複雑な構造の発話において,句読点などで区切られた後の節
の冒頭という位置にもde faitが登場することは珍しくない。
(6)  Il est par cons6quent naturel que l'こtude des 616ments nuc16oprotiques
cenulaires norlnaux ait puissanllnent sonicit6 1es virologues : de Lit
histochilnistes, biologistes, voire g6n6ticiens, leur ont fourni autant
d'indications prёcieuses qu'ils ont eux―Inemes profit6 de leurs travaux.
(MOrand,P。,Cο″β″sソJ`bjοJοgj`ご
`∫
ソJr“s,1955,p.101)
(7)  Il y aVait ainsi deux zones du ciel a surveiller sp6cialement;de l助Lit,On
de faitとen fait 127
trouva,en 1804,le trosiじme asl`roTde dans l'une,en 1807 1e quatriёm
dans l'autre。 (HtSr◆gθ″。scjθ
“
ειS,t.3,vol,1,1961,p。14 )
(6)の例では,当然であるとされる研究が細菌学者を刺激することというPが示
され,それに関わる領域の研究者が貴重な情報を提供したというQを,「事実 ,
このようなことがあるのだが」のようにその具体的な例を導入するためにde fait
が用いられている。(7)では,Pのとくに注意深く見張る必要がある天体ゾーン
が存在していたことが背景となっていて,そのような状況のもとでそれを裏付け
る現実に起こった第二と第四の惑星の発見という事実Qを導入するのにde fait
が用いられている。
複雑な構造の発話では,さまざまな接続詞によって節が連結されているものが
あるが,次はetによって連結されている後の節の冒頭にde faitが登場する例で
ある。今のところ,ct以外の接続詞との組み合わせ例は見つかっていない.
(8) L'impresslon d'etre en faute prend toutes lcs formes,」de fantelle init
par les prendre toutes chez NeⅣal。 (Durry,M.―J。,Go Nθ″α″θ′Jι閣ッrλ
`,
1956,pp.146-147)
(9) (…。),Sur la r6v61ation que les holmmes ont ёt6 cr66s 6gauxo En effet,la
transcendance n'ilnpose pas a Dicu cette 6gali“. Il pourrait faire des
diff6rences,ct,de fait,1l y a les p6cheurs qu'1l endurcit,les infidёles qu'il
aveugle. (PんjJο∫ορんJ`rθJJgjο4,1957,p.5204)
これらも共にPで示されたことが現実に確認できる事実Qを示すためにde fait
が用いられた例である。(9)では,前の発話はen effetという類義表現から始ま
っており,これは「なるほど,次のことは言えるだろうが」とでも和訳できるよ
うな,その前に述べられた内容に関して修正を示唆する内容を提示する役割を果
している。de faitとの差異を検討するには興味深い例であるが,文脈不足④であ
るので, ここでは扱わない.
2.3. 動詞に密着した位置
次に,de fa■が動詞グループの内部に登場する場合をみていく。
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(10)En fait,r am6ricain moyen pensc qu'il n'existc Pas de“clas es"
sociales aux IEtats―Unis. Il est de fait indiscutable quc les stratifications
sociales y sont beaucoup moins nettes qu'en France par exemple.
(L'“
“
jソ
`rs`ε
O“θ″ガg“
`ι
′∫οε
'α
J,1960,pp.5204-5205)
この例のdc raitが登場する発話は非人称構文であり,de faitは動詞etteと属
詞にあたる形容詞の間に位置している.ここでは,平均的アメリカ人が考えてい
るというPと,社会階層構造はフランス程明らかではないというそれを支持する
ひとつの事実Qを,議論の余地がないという様態表現を伴ってde faitは連結す
る役害1を果たしている⑤.
(11) Il est tout d'abord constat6 que cette le9on“es  difficile en rais  du
Sttettrait6"et que si"le sewice militaire est accept6 de fait parla grande
mttOrit6 des fran9ais,il ne l'est pas dans l'esprit"。(Sθ″.″JJ′.′′
ψ r″`α
r″″,1963,p.43)
この発話でde faitが占める位置は,受動態の動詞とその動作主との間であり,
「兵役が事実上フランス人の大半に受け入れられているにしても,兵役の考え方
が受け入れられているわけではない」というようにsi節の内容Pが事実を示し,
それに対するQを示すという対立をde faitは関連づけている。
(12)Si l'unit6 de l'Allcmagne et dc l'Italic ett 6t6 rёali“e daa,ces deux
nations,pesant de toute leur masse sur la France,se seraient arrog6 de■Jt
la conduite de la guerrc contincntale ctla rёvolu on aurait probablement
succomb6。 (Lc Fcbvre,G.,Lα rびソθJ″Jθ4/rα″fαJ∫ι,1963,pp.306-307)
ここでのde faitの位置は,siによって導かれた仮定節に対する帰結節の動詞
グループの内部の動詞と直接目的補語の間である。(11)と同様に挿入的に用いら
れて,動詞が表わす行為を「事実においては」のような意味を補足するような役
割をdc faitは果たしている。
(13) L'assemb16e donna l'excmple du sang―froid:ene suspenditle roi et le
veto,conllnanda aux ministres et,de ■Lit Organisa la France en r6…
publiquci puis ene revint a son ordrc du jour。 (fbjご.p.229)
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句読点の後の節では,同じ主語に対して三つの動詞が並置される構造になって
おり,その最後の動詞の直前にetに先立たれたde faitが登場している。先行す
る二つの動詞は個別の出来事を表わし,そのあとで「現実はすなわち」のような
総括的な行為を表わす動詞を導入する役割をde faitが果たしている.
このように,de faitが動詞グループに密着した位置に登場するのは,etreを用
いたコピュラ文でのetreの後や,受動態の動詞のetreと過去分詞の間,あるいは
過去分詞の後などが多い。このような位置に登場するde faitを含む発話に出会
うと,左から右へと読み進み,ことばから得た情報から解釈が進む過程で一旦ポ
ーズを入れ,そこまでの内容を確認するためのきっかけが与えられているような
印象を受ける。二つの命題を関連づけるに適した位置ではない位置に登場すると
きのつなぎの表現が生む意味効果のひとつと考えられる。
3. en fait
3.1. 発話の冒頭
en faitは基本的に対立を示す。すなわち,Pを修正する命題Qを導入するため
に用いられる接続表現である。まず,de faitの場合と同様に発話の冒頭に登場す
る例からみていこう。
(14)En cas de forme 16gёre,le traitement consistera h ouvrir la dent et a
6vacuer la conection susp6rios16eo En fait,dans lcs formes habitucncs,
1'ablation dc la dent est n6cessaire, car lc pus peut ainsi s'6vacuer
facilement。(EηεyεJθ′`
ご
j`“
`ご
jεαJ`0“jJJ`′,1965,p.178)
(15) Il lui demanda quelque chose,mais d'une voix si basse qu'cne entendit
a peine. En彙」t,ellc avaittrёs bien compris,il ne r6p6ta pas sa question.
(JapHSOt,S.,Lαごα
“
θごα4∫ J'α
“
′θ,1966,p.134)
(14)では,軽い場合の治療処置というPを述べたあと,それとは別の通常の場合
について必要な処置というQを示している。ここでのen faitは,maisと置換可
能な使われ方でP,Qの対比を表わしているが,動詞の時称形もPには単純未来
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形,Qには現在形が用いられており,その点でもコントラストが読み取れる。(15)
では,声が小さくてほとんど耳にはしなかったというPと,彼女はよく理解して
いたというQとの関連づけをen faitがしているが,PとQという命題同士の対
立を示すというよりも,Pから読み手が引き出す推論に対し,それを修正する命
題Qを導入する役割をen faitは果たしている。すなわち,ここでのen faitは発
話内容というより発話行為のレベルで機能しているのである。
次もen faitが発話行為レベルで機能している例である。
(16) Par cOntre,des crises nombreuses,r6pёFes sont incompatibles avec une
vie sociale normale et par suite avec le mariageo En hit il S'agit tou―
jours de cas d'espёces qui doivent etre 6tudi6s en connaissance de cause。
(E"εッJο′ごごj`“どごJεαJ`12“JJJ`′,1965,p.336)
(17) Il y aVait en ene quelquc chose d'effroyablement r6solu,mais elle
ignorait a quoio En■」t,clle Ctait r6solue a ne faire quc ce qui lui plaisalt,
maiS(…。) (Sagan,F。,Lα ε力αttαご`,1965,pp.208-209)
(16)では始めの発話の内容に対しen faitを伴う発話が補足的な内容を表わして
いるが,en faitは最初の発話を発する行為Pに対し,Qで言い過ぎを修正する方
向を示す役害Jを果たしていると解釈できる。また,(17)でも,決意の対象につい
て彼女が知らずにいたというPに対して,読み手が推論する事とは対立する命題 ,
自分が気に入ることしかしないことQをen faitが導入している。
cn faitも他の接続詞に先行されて用いられることがある。
(18) (…。)au cOurs de cette annde-1なっla production n'ayant pas d6pass6 1 200
000v6hicules au lieu de 1 350 000 et 1 300 000 construits au cours des
deux annёes pr6cёdentes. 4ヽais,en fait la r6duction de l'expansion de
l'industrie caoutchoutiёre a 6t6 beaucoup plus lnarqu6e dans la fabri―
cation d'articles en caoutchouc que dans cene du pneumatique。 (J4-
ご
“
srrj`ルαηε。ご
“
εαο
“
′ε力
“
θ
“
ε, 1965,p。10)
(19) (.…),maiS il reste incapable de dёtruire ce caillot et de r6tablir par lui―
meme le courant sanguin dans une artёre thrombos6e, c'est―≧―dire
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obstru6eo Pourtant,en &Lit C'eSt bien l≧1' d6al a attei dre dans le
traitement de telles maladies.…:lever l'obstacle!(Schwartzo P。ノわ
“
ソ.
r`“υご
`s`″“
αJαごJι∫αcr。,1965,p。93)
(18)のように共に用いられる接続詞のなかではmaisが最も多い.(19)のPour―
tantはmaisに準じるものである。(18)では,車両製造の減少というPが述べら
れ,それに関連するゴム産業について,車両に必要なタイヤの製造よりも他の分
野での縮小の方が顕著であるというQ,すなわち命題間に矛盾し合う事柄が述べ
られていることをこのmais,en faitは関連づけている。(19)でも,不可能なこと
であるPが,実は理想的であるという相反する事をこのpourtant,en faitが結び
つけている。
3.2。複数の節を含む発話における節の冒頭
de faitに比べてen faitの方が生起頻度が高いだけに,複雑な構造の中で登場
する場合の位置,組み合わせは多様である。句読点などで区切られた後の節の冒
頭,ct,mais,carなどの接続詞の直後,qucに導かれた補足節の冒頭,siやparce
queなどに導かれた副詞節の冒頭などである。3。 1。 に順じる例は省略し, de
faitでは観察できなかったタイプをいくつかみていこう.
(20) (.…)le Hlalade est incapable d'こcrire le nom des obiets qu'On lui
pr6sentel il est incapable de prendre correctemcnt en dict6e;quant h
l'6criture recop16e,on constate qu'en hitle suJet dessine les caractёres
imprim6s au lieu de les 6crire。(E"εッJο′ιごjθ“
ιごたαJ`0“jJJα,1965,p。
332)
ここでのen faitは,補足節の冒頭に位置 し,患者は語を認識 しなが ら書き取
るという行為はできないというPと,文字の形態を模倣する線を描 く行為をして
いるというQをen faitは対立させている。
(21) Ily a peu d'autres solutions. ―Parce que r e  n'est fatal. ―Ri n n'est
fatal parce qu'en fait tout cst fatal,la survic comme la mort。(D6on,M.,
二′r`κご
`z―
ソο
“
sごθ Pα′
“
θs,1965,p.295)
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この例では,P en fait Q(P=Q)と,同じ命題の言い換えが示されているが ,
発話の全体構造はP parce quc Qであり,en faitはParce quc節の内部に位置し
ている。PとQは,～(∃x)(～F(x))=(∀x)(F(x))という否定的な言い方か肯定
的な言い方かという対立がen faitによって関連づけられている。
(22) Outre Cet argument de caractre normatif,il se trouve qu'en hit leS
th6ories sёmantiques du genre de celles qu'ont esquis〔( s Weinreich,
Fodor et Katz,sont apparent6es aux Ld,du point de vue de leur genёse。
(COyaud,M。,r″rr。ご.`′Jαttg。ごοε
““`"r。
,1966,p.132)
この発話は非人称構文で,主語 ilが指示する内容はquc節で示されており,そ
の冒頭に位置するen faitは,(21)と同様にque節の内容全体に対し「現実はす
なわち」のような意味を付与している。
(20)や(22)では,en faitがQの導入のために用いられているが,on constate
que,il se ttouve qucという様態表現とも関わっている。de faitの場合も同様の
例(10)があつたが,そのような様態表現とつなぎの表現との関連も検討していく
べき課題のひとつである。
3.3. 動詞に密着した位置
次にen faitが動詞に密着した位置に登場する場合をみていく。この表現が占
める位置の多くは,etreを用いたコピュラ文でのettcの直後,提示表現のil y a
の直後,他動詞の直接目的補語の直前,あるいは受動態の動詞のetreと過去分詞
との間である。
(23) Iンes C010rations vitales s'appliqucnt a dcs cenules vivantes_ Ce terine dc
colorations vitalcs cnglobe en ■Lit trOis sortes de colorations.
(HuSSOn_Graf,3JθJοgJι gιれ。′αε
`JJ“
J`,1965,pp.52-53)
(24)Les facult6s sont des 6tablissements publics administr6s chacun par un
doyen,lequel est en■lit pratiquement 61u par l'assemblёe de la facult6
r6unissant tous les personnels enseignants。 (lBe10gr y,G.,Gο
“
ソ
`“
.`′
αご
“
加Jsrre/rα″ε,1967,pp.314-315)
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(23)では,cn faitを含む発話に先行する発話があるが,表現が関連づけてい
るのは,その先行発話の内容というよりも生体染色という用語から読み手がもつ
であろう先入観Pに対し,それを修正する内容,実際に含まれているのは三つの
染色というQである。したがって,en faitは発話行為レベルで機能している。
(24)でも同様に,学部長というのは誰かが任命するものだという先入観Pに対し,
それとは違って実際は選出されるのだというQを導入する役割を果たしている。
3.4. その他の位置
en faitが占める発話の中の位置はさまざまであるが,表面的には語句同士の関
係を示しているかのように見えても,命題同士の関連づけをしている。いくつか
その例をみていこう。
(25) (..。)en meme telnps qu'Antoine,descendait prendre un caf6 avcc lui,
1'accompagnait parfois jusqu'a la lnaison d'6dition puis elle repartait
officicnement pOur son rude labeur,en fait versleur chambre。 (Sagan,
F。,Lα εんα
“
αご`,1965,pp.209-210)
(26) Toute assOciation,notarrlIIlent tout syndicat d'initiative,devait etre
agrё6e par le secr6taire d'6tat charg6 du tourisine,en hit par le com―
Πlissaire au tourislme,qui approuvait le choix des dirigeants et pouvait a
tout lnoment demander le remplacement de ceux―ci。 (JOCard,L.―M.,
乃
“
rお
“``″
αε′Jθ認ご
`J'Ettr,1966,p.58)
(27) En 1951 sur leur delmande,la taxation fit place a un r6girrle th6orique―
ment plus souplco Chaquc ёtablissement―en fait,chaquc organisation
syndicale―pouvait prёsenter ses ta●fs―en fait un barёme d'ensemble―≧
1'agr6ment de la direction des prix,qui (…。) (rbjご。,p.84)
(28)(.…)les m6ders de l'alimentation,les m6tiers des soins corporels et de
l'hygiёne,les ln6tiers d'entretien et de r6paration,ct,bien entendu,une
trёslarge rubrique en■Jt insaisissable,cene des mctiers divers. (】Robert,
J.,Ar′Jsα
“
αrごαぇs/rαttε
`ε
θ″′`
″′。,1966,pp.70-71)
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表現が関連づけているものは順に,(25)では彼女が表向きは辛い仕事に戻ったと
いうPに対して実際のところは自室へというQ,(26)では認可がなされるのは閣
外大臣によってというPではなくて,役員によってであるというQである。ま
た,(27)にはen faitが三度登場しているが,主語について(25)や(26)と同様の
より正確な言い換えを導入する役割をしている。そして,(28)のように形容詞の
直前に登場するen faitの例もあるが, ここでは読み手がする可能性のある「違
つた解釈」を訂正する対立項の導入の役割を果たしている。
以上からde faitの場合と同様に確認できることは,命題同士を関連づけるの
に適した位置にen faitが登場しない場合には,表現が登場した時点で一旦ポー
ズが入れられ,そこまでの内容を確認する機会が与えられると共に,その後に別
の情報がきちんと示されるのだという印象を与えるという意味効果である。
4。 おわりに
分布的見地からde faitとen faitの例をみてきたわけであるが, とくにen fait
については,表現が機能しているのは発話内容のレベルだけでなく,発話行為の
レベルの場合もあり,それは表現が占める位置によるものではないことが確認で
きた。他方,この二つの表現の意味的な差異であるが,従来の研究で指摘されて
いるように,de faitはどちらかというと順接の,cn hitはむしろ逆接の関係でP
に対して Qを提示するつなぎの表現である。現在,それ以上の意味の差がある
かどうかを確かめるため,インフォーマント0による別の表現への置換の可能性
やバラフレーズ化の試みを調査中である。それによると,de faitを用いるQの
提示のし方は,Pの証左となる事実の集合の要素を取り出して紹介するという,
どちらかと言えば描写的表現 (c'cst un fait quc...,c'eSt un fait reconnu。_on
constate quc...,など)によって言い換えられていた。それに対し,cn faitを使
用するQの提示のし方は,発話者がQを真だと考えている,本当の現実はQな
のだと断定するような態度を表わす表現 (la r6alit6 montre quc.…,la v6Ht6 c'est
quc.っil est vrai que..,など),こよって言い換えられる傾向があるようである。
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しかし,これは,より多くのインフォーマントによる調査によって検証されるべ
きである.また,本稿で示した例は書き言葉のコーパスの調査に限られているが ,
話し言葉の用例の検討も必要であることは言うまでもない。それらは,今後の課
題としたい。
注
(1)発話例は全てFmtextからの引用なので,出典は検索結果の表示頁まで省略記号も
そのままで転写することにし,J“Frantextは省略した。また,太字・下線は筆者による.
2)Djttθ
“
ヮげCθ"たψ
θrary Frtt Cθ朋
`ε
′θ′・sやNelly,D.―F 参照.
(3)この用法の例を示している文献は少ないようである。Dj″jθzりげ εθπた″′θ切
Frc‐h Cθ燿″crθrs,p.201.にはいくつか例が挙げてある。
(4)Frantextで検索後の結果表示を要求するときは,以前と違って前後の広い文脈を得
ることしかできず,その場合も必ずしも大文字から始まる発話の完全な状態のものが抽出
されるわけではない。
(5)例(10)の冒頭の発話はen fdtで始まっているが,文脈不足なのでここでの検討はじ
ない。しかし,en f」tを検索対象として抽出した結果にはその前の発話すべてが引き出
されている可能性はあるので,確認の後,分析する予定である.
6)調査に協力して下さつた関西学院大学のO.Birmann教授にここでお礼を申し上げる。
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